41.子宮頸部Adenosquamous carcinomaの1症例(第578回千葉医学会例会・昭和52年度産科婦人科分科会) by 守矢,和人 & 関根,佳夫
118 第578四千葉医学会例会・ sR和52年度産科婦人科分科会 
36.薬剤耐性械腫における化学療法の検討
加藤孝子，遠藤信夫(千大) 
，の各々単独ActD，MTX年以後，148日平1当教室では
療法，連続投与にi耐性を示し寛解の得られない症例に対
し， MTX，Act D にアノレキル化斉IJを加えた三斉IJ同時併
月3療法を導入し，画期的な予後の改善が得られている。
しかし この治療方法に対しても耐性となり現在 3年7p
カ月， 3年4カ月に亙。て治療を続行している 2症例が
ある。上記三剤併用の他に種々の CombinationChem-
otherapyを施行し， OK 432，PSKなどの免疫賦活剤
の併用を試みている。 
37.脳，肝転移紙腫の治療方法の検討
加藤孝子，遠藤信夫(千大)
脳・肝転移障害は紙腫意者の約25%にみられ，その予
後は悪く寛解率は約20%である。早期発見の必要性と共
に治療方法の検討が必要である。昭和49年以後当教室で 
5例の脳・肝転移症例を経験し，そのうち 1例に寛解が
見られている。この二症例を呈示し，検査方法，治療方
法を検討する。検査方法としては CTSCAN，RI SA 
SCAN，Angiography，EEG，などがあり， 治療方法
としては， 脳圧充進症状の改善を待って wholebrain 
radiationと Tripletherapyの併用療法が有効で、ある。
Tripletherapy.紙腫症例に対するrisk 1 38. Hig
の治療成績
加藤孝子，遠藤信夫，関谷宗英
(千大)
当教室では昭和49年以後， High risk症例24例に対し
て MTX，Act D アルキノレ化剤の三斉IJ同H寺併用療法を
施行してきた。寛解率は 70.8%でその内訳は紋腫 61.1
%，破奇，区分不1}f1群はともに 100%の寛解が得られて
いる。この Highrisk症例を年齢，先行妊娠，尿中 HCG，
転移の有無，化学療法の回数等の 9項目について予後と
の関係を検討した。脳・肝転移症例と薬剤j耐・性症例の治
療法の検討が必要である。 
39.子宮頚部初期浸潤癌の術前診断における反復細胞
診の診断的価値
武田祥子(千葉市立)
反復細胞診による初期子宮痛診断の，進行度診断の可
能性について研究した。検索対象は子宮頚部 Ia期痕63
例と対H日として上皮内癌60例である。術前に 3回反復細
胞診し，これ等の細胞診成績を 6段階に分けて点数化
し，その変動ノξターンを分析した。浸潤の深いもの程変
動幅が少し微少なもの程(一)移行率が高く，上皮内
癌ではさらに著明であったので，充分臨床応用に有用で
あると考えられた。 
40.子宮頭部初期病変における円錐切除施行例の検討
山内一弘(千大)
近年，子宮頚部初期病変の増加に伴ない，子宮頚部
病変の早期診断の重要性が増している。現在その診断方
法として，細胞診， コノレポスコープ，狙い組織診が主に
行なわれているが，子宮頚管内の病変については，円錐切
除組織診の有用性が言われている。今回，子宮頚部初期病
変17例についてその細胞診，生検組織，円錐切除組織，摘
出子宮頚部組織について検討したので，ここに報告する。 
41.子宮頚部 Adenosquamouscarcinomaの1症例
守矢和人，関根佳夫(都立墨東)
子宮頚部に発生する癌は， その大部分が肩平上皮癌
で，腺癌は比較的稀といわれている。我々は細胞診レベ
ルで，子宮頚部 Adenosquamouscarcinomaを推定し，
組織学的にも証明されたー症例を経験したので，その細
胞像の読みを中心に報告する。患者は28歳の経産婦で.
性器出血を主訴とし，細胞診所見は，大部分が腺性由来
と思われる悪性細胞で占められ，ごく 1部に扇平上皮性
要素と考えられる悪性細胞が認められた。 
42.子宮頭部腺属平上皮肉癌の 1例
岩崎秀昭、鈴村博-，増淵一正
(癌研婦人科)
山内一弘(千大)
患者は， 40歳の女性， 3妊， 2娩の女性で既往に特記
すべきことなし。他医で検診を受け要精査のことで当科
を受診した。外7来初診時，内診所見に異常を認めず，コ
ノレポ診で，白斑・基底を認めた。採取した細胞診で頚部
腺癌を疑ったが，ねらい組織診では， 中等度 dysplasia
のみであったの入院後 conizationを行ない Adenosq-
uamous carcinoma in situと診断され，手術摘出標本
においても同様の診断を受けた稀有な症例を報告する。 
43.子宮癌集団検診と予後に関する研究
望月博(千大)
千葉県では昭和43年より検診車方式による集団検診を
施行している。今回は最初の 4年間に発見された 107例
